
(毎≡哩月1卿冒発行)(月 曜日)昭和39年(1964)11月9日

 

聞薪膨肉蔀
ρ貨

(昭糊 輝9月6苓 日蛸三糧郵便物蘭)第1217号(1)
吊

4午{不

京都大学新聞社
戚」5市左京区吉団
京面〉大学構内
1都⑰8111(学内142甲)

戴
鞍後

一時
か
ら

法
経
第
三
教
堅
で

王

催
鞘
信
会

映
画
会
「
かく
ろ
う
の
河
」
醐
一編

午
飛
一門
か
ら

西
部
講
炉
で

虫
儲

生
励
十
二
日
(木
)

法
学
会
大
会
学
術
講

演
会
「イ
4
リ
ア
の
毎生
生
活
」
湖
曲
一 柴

田
光
威
拷学
吊
助
教授

他
一名午

後
一時
か
ら
法
彊
第
七
教室
で

[十
四
日
(土
)

講
演
会
「献動
す
る

国
際
、6協
と
日
奉
」
謂
帥
偉
収
可塞
伝

「
.筋

農

処

名

霧

醒
か

ら
拷が
.帰
七
教
察
て

王
催
民
社研

「
}

◇
お
知
ら
せ
◇

次
週
は
十
一月
へ
の
た
め
特
集
号
と

し
ま
す
。
+
一月
十
パ
、
二
十
三
日
居

の台
併
{口で
蛇行
は
+
九
H
前
後
と
な

りま
す
。

編
集
部

「毎
日
学
術
奨
励
金
」
の
贈
呈
式

十
一月
三
日
(又化
の日
)
に
第
十
六
同
「毎
日
学
術
奨
励
金
」
の

贈
H
式
が
東
以
日
活ホ
テル
、
臣
都
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。
京
大
関
係

次
の
通
り
。

◇
ア
ジ
ア
各
国
に
於る
刑
事
法
の
総
合
的
研
究
(四
二
力
円
)
共
岡
研

究
者
法
学
部
教
授
宮
内
裕
同
助
教
授
中
山
研
一同
院
生
前
野
脅
三

同
院
生
石
原
睨

◇
酸
素
添
加
酵素
の研
究
(四
h万
円
医
争部
教
授
中
有
修
共
同
研
究

者
同
助
教
授
野
崎光
洋

同
講
帥
力
雌
偶
友
岡
助
丁
小
禺
豊

周
山
本

尚
三

同
防
生
石村
巽

嗣
小
林
修
平

同
中
沢
晶
子

同
小
野
克
彦

同
隙
択
に

議

チ
ン
パ
ン
ジ
あ

餌
づ
け
に
成
功

京
大
ア
フ
リ
カ
学
術鯛
査
隊
(隊
長
A,西
錦
司
玖
大
教
授
)
は
、
こ

の
ほ
ど
タ
ン
ガ
ニー
カ
湖
畔
で
翫
け
て
い
た
野
生
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
餌

づ
け
に
阪
功
し
た。

同
調
査
隊
は
昨年
十
二月
湖
畔
か
ら
奥
地
へ徒
歩
二
日
桿
の
イ
千
チ

エ
前
進
基
地
を作
り
、
観
察
を
続
け
て
き
た
、
現
在
、
今
西
教
授
ら
が

渡
米
申
の
た
め
詳し
く
は
わ
か
ら
ない
が
、
野
生
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
餌

づ
け
成
功
は、
人類
の社
会
生
沽
の
発
生
を
研
究
ず
る
う
え
で
閲
期
的

な
こ
と
と
み
b
れる
。

ガ
ネ
シ
ユ
登
頂
に
甥

蝋
鰍

京
大
山
岳
都は
十月
十
三日
不パ
ー
ル
ア
ン
ナ
ゾ
ル
南
降
ハ別
名
ガ

不
シ
ユ
、
七千
二百
五
十
六
厨
)
の初
登
頂
に
成
功
、
続
い
て
十
石
日

に
は
中
央
峠
の
奪
頂
に
も成
功
し
た
。

山
岳
部
は
今
年
の
=月
朱
頃か
ら
奪
頂
副
圃
を
練
り
、
雇
に
初
琶
頂

に
成
功
し
た
も
の。
賢山
凋
は
六
《
で
構
成
さ
れ
⊥↓
一月
中
旬
願
に
、

樫
術
調
査
を
終
え
日
本
に帰
函
す
る
予
定
で
あ
る
。

轡
山
隊
構
成
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
隊
長
樋
口
明
生
(防災
研

授
)
副
隊
長
上
尾
庄
一郎
(薬
煮
鄙
院
生
)
隊
員
占
野
煕
通
(農
四
)

同
木
村
雅
昭
(法
四
)
同
髄
田喜
糺
男
(」三
)
同
上
出
碍
(鐸
三
)

京
大
将
棋
部

関
西
リ
ー
グ
で
優
勝

去
る
+
月
二
+
血
日
と
+
一月
一日
と
に
わ
た
って
開
か
れ
た
関
西

餐
将
棋
A
級
リ
ー
グ
戦
(参
加
枚
、
敷
大
、
▽
命
大
、
同
大
、
阪
大
、

神
大
、
関
大
)
に
お
い
て、
只大
縄
棋
部
は
b
戦
全
勝
で
優
勝
。
一
ト

一日
か
ら

+
三
日
ま
て関
西将
棋
連
盟
に
お
い
て
、
関
東
り
ー
グ
の

優
勝
枚
と
対
戦
し
、今
年
履
命
国
字
生
鰻
棋
の
ー
座
を
競
う
、

第
一
回
体
育
祭
準
備
遅
れ
る

京
大
十
一月
祭期
間
中
に
開
か
れ
る
第
一回
体
肯
祭
(
工
月
一㎜十

一日
)
は
ま
だ
ぼ
つ
ぼ
つの
参
加
首
が
あ
る
だ
け
。
体
育
祭
は
体
角

会
、
同
学会
、
生
活
協
同
組
台
、
職
員
組
合
の
共
催
で
開
か
れ
、
体
胃

会
は
掌
生
並
び
に欝
員
の
参
㎝
を
廊
望
し
て
い
る
。
受
け
つ
け
期
間
は

十
月
二
十
七日
か
ら
十
一月
十
八
日
ま
で
、
出
願
は
体
禽
会
ボ
ノ
ク
ス

ま
た
は
同
単
会
ボ
ク
スま
て。

≡
一京

大
人

事

一≡

昇
任
医
助
教
堀
出
浦
滋
Z
(医
講
舳
)

配
置
換

東
大
「
教
授

鶴
田
禎
二
(丁
教
授
)

蓬
海
外
出
張
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一
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今
月
末
寄
港
実
現
か

共
闘
委

現
地
闘
争
体
制
固
め

、爪都
府
¥
連
ヒ
日
、
米
原
子
力
潜
は

水
艦
嵜
港
阻
止
闘
争
に
向
け
て
二
自
人

の
学
生
を
現
地
に
派
遺
す
る
。
府
学
連

執
行
鄙
は
ム
る
四
日
か
ら
緊
急
に
カ
ン

パ
活
勤
を
開
始
し
た
。
カ
ン
パ
は
府
学

連
傘
下
の
各
大
学
構
内
及
び
街
頭
で
行

な
わ
れ
、
四
日
の
街
賄
カ
ン
パ
だ
け
で

も
既
に
四
万
円
余
が
樂
ま
り
、
市
民
の

並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
小
し
て
い
る
。

一方
米
原
子
力
潜
水
艦
は
既
に
伸
縄

に
入
港
し
て
お
り
、
政
府
の
拳
前
調査

完
了
の
通
知
を
受
け
て
い
る
の
で
、
二

十
四
時
間
前
に
予
告
し
さ
え
す
れ
ぱ
、

い
つで
も
入
港
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
入
港
の
際
の
反
対
運
動

を
か
わ
す
た
め
か
、
横
須
賀
、
硫
屯
保

どち
ら
に
先
に
入
溢
す
る
と
も
、
現
在

沖
縄
に
待
期
し
て
い
る
「ン
ー・ド
フ
ィ

シ
」」
号
、
「ン
ー
ド
ラ
ゴ
ン
」
号

「サ
ー
ゴ
」
号
の
ど
れ
が
入
港
す
る
か

も
公
表
し
て
い
な
い
。
ま
た
五
日
に
ア

メリ
カ
の
国
防
総
商
筋
が
語
っ
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
来
週
(八
日
以
降
)
に

日
本
滑
港
の
予
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と

葬
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん

今
週
以
内
に
も
入
港
す
る
こ
と
も
当
然

考
え
ら
れる
こ
と
であ
る
。

佐
慣
保
で阻
止
闘
争
に
参
加
す
る
の

は
爪都
府
掌
煙
、ナ
阪
府
字
連
、兵
賄

県
≠
足、
そ
れ
に
地
元
の
九州
≠
連

の
各
大
pで千
人
以
上
の人
数
を
現

地
に派
遣
し
、
現
地
圃
争
本
都
(社

会
寛、
総
評、
中
▽労
運
)
と
の
共

闘
を
行
な
い、
八日
は
同
市
干
尽
ふ

頭
で河
上
社
会
冤季
員
長
ら
が
出
席

る

.

殿
蘇
魏
顯
翻
蒲
鐘
趣
藪
桝
期
鉱
、額
澱

る
。

は
原
子
力
潜水
艦が
極
東
.匹新
ら
た
な

日
本
政
府
は
云
る
四
、
五
日
の
両
日
、

繕
地
を
持
つ
と
い
う岡
際
情
勇
へ
の躍

沖
縄
に
入
港
し
て
い
る
原
子
力
潜
水
艦

事
的
影
響
を
慧
識的
に熱
視
す
る
も
の

の
う
ち
「シ
ー
・ド
ラ
ゴ
ン
」
号
を
日

で
あ
る
こ
と
は
A,ま
て
にも
指
摘
さ
れ

本
込
記
苔
団
に
公
開
し
て
原
潜
艦
の
安

続
け
て
き
た
が
、
亀
に
執
ら
た
にキ
ャ

全
性を
誇
示
す
る
キ
ャン
ペ
ー
ン
を
開

ン
ペ
ー
ン
を
開
始し
たわ
け
であ
る
。

始
し
た
。
一般
商
丈
紙
は
A,ま
で
王
に

▽
占
住
水
竃
郎
へし
或
授
)
39
・11
・21
～
39
。12
・20、
地
質
お

[

よ
び
銚
床の
調
杳
研
究
の
た
め
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
へ
▽滝
本
摘

(-ー
教
授
)
39
・11
・16
～
40
・5
。15
サ
ン
ス
クリ
ソト
ナ着
文
撚

ル
の
原
典
研
究
の
た
め
フ
ラ
ン
ベ
へ
▽
巌
俊
一
(助手
)39
・12
・個

～
40
・蛇
・6
森
林
昆
虫
の
生
態
字
に
闘
ず
る
研
究
と
果
樹
醤
虫
の

体
放
調
査
伝
に
関
す
る
研
究
調
査
の
た
め
カナ
ダ
へ
▽横
田実
(事
務

局
長
)
39
・11
・16
～
39
。
11
・
27
東南
アジ
ア
にお
け
る
大
学
鷲
理

の
失
楕
調
沓
お
よ
び
藁南
ア
ジ
ア
研究
セ
ン
ター
・
バン
コク
連
絡
事

務
所
の
昌押
状
況
柳
察
の
た
め
ヌイ
・
マレ
ー
シ
ア
運
邦
、
香
港
(遍

牌
丞
(庶
務
製
長
)
39
・11
・16
～
39
・11
・27
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け

る
友
字
管
理
の
実情
調
査
と
暇南
〆
ジr
研
究
セ
ン
タ
ー
・バ
ン
コ
ク

哩絡
事
務
所
の管
理
、
潭
宮
聾
つい
で
協
議
の
た
め
タ
イ
、
マ
レ
ー
ノ

ア
哩
邦、
杏港
へ

抗
議
デ
モ
つ
づ
く

学
生
も
続
々
両
港
に
結
集

六
日付
各新
間
紙
に
よ
る
と
、
米
国
務

省
発表
と
し
て、
ア
メ
リ
カ
原
潜
の
日

本
鵠
港は
今
月
後
半
に
なる
も
よ
う
で

あ
る
。従
来
予
測
さ
れ
て
い
た
、
五
日

～
七
日
協港
と
い
う観
測
は
こ
の
発
表

で
事
実
上
台定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

新閲
報
迫を
総
A]す
る
と
、
国
務
甫

スポ
ー
ク
ス
マン
発
表
で
単
数
原
子

力
潜
水
艦
が
、
今
月
下
旬
に
日
本
の

港
(複
数
)
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な

■=

一

一

「■

曽

ろ
う
と
い
う
も
の
で
ある
。
いず
れ

に
し
て
も
、
雷
溢
日
時
は第
七
艦
隊

の
作
戦
計
岡
に
よ
っ
て
決
疋
され
る

も
の
と
み
ら
れ
る
、

一方
、
原
潜
阻
止
現
地
闘
争
本鄙
は
さ

る
五
日
賦
か
ら
佐
匿
保
、横
須賀
て遵

日
尻
議
デ
モ
を
労
紺
員
、
学生
を
中心

に
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
る
。

五
日
に
は
乗
以
て
、都
字連
が
約
干

五
白
人
の
字
生
を
集
め
て抗
謡
デ
モ

薗冒曹一曽「

噌

一一

「

が
行
な
っ
た
。
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
集
会
を
も
ち
、
四
時
ご
ろ
、
清

水谷
公
園
に
む
け
て
デ
モ
を
展
開
し

た
。
途
中
外
務
省
前
て
は
警
官
隊
と

激
し
く
衝
突
を
く
り
か
え
し
、
そ
の

後
も
機
動
隊
の
弾
仕
が
加
え
ら
れ
¥

生
に
数
入
の
負
腸
が
出
兀
の
を
は
じ

め
、
六
人
が
検
挙
さ
れ
た
。

七
日
に
も
横
須
賀
と
佐
憶
保
で
抗
蟻
行

動
が
も
た
れ
、
こ
れ
に
は
各
大
学
か
ら

一

闇
響

}

「

¶

一曽■尊F一曹■門

一一

胃髄一冒一一7冒層冒甲,璽一一一

「
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冒
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本社では第六回懸嘗小脱募集を行います。既成の観念にとらわれず、新しい視角
からこの錆乱の現代にアプローチする新人を登場させるというのがこの企画の意
図です。今は「文学」氾濫の時代であり、また沈舖の時代でもあります。それだ
けに一層、新鮮な文学が要求されています。
過去五回の募集には、全国大学諸兄姉から多数のご応募をいただきましたが、前
同は入選作なしという低調さでした。今圃は昨P三同様、井上光晴、野間ム両氏に
選者をお願いすることになりました。諸兄姉の力作を期待しまつ。盤_._.........

 

・

学
生
も
多
数参
朋し
た。

し
か
し
さ
き
の国
務
膏
発
表
も
あ
り
、

八
日
の
西
日
本岨
h集
会
に
大
紫
派
遺

を
予
足
し
て
い
た
以都
府
単
蓮
、
大
阪

府
手
連
は
各
圧
十数
入
内
外
の
動
員
規

模
に
押
える
も
よ
うて
あ
る
。

今
後
の
冨濃
阻∬
行
動
は
、
十
三
日

の
臨
時国
会
開
会
を
機
に
活
発
化
す

る
阯
内
状勢
と
も
に
ら
み
あ
わ
せ
て

二
十
日
㎞
にた
睨
模
な
統
一行
動
を

学
生
戦
線
内
鄙
で
は
提
起
さ
れ
よ

う
。
そ
し
て
一沁
の
「寄
港
」
の
メ

ル
ク
マー
ル
と
し
て
二
+
六
日
、
二

十
七日
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

停:

二;

再
び
"原
潜
寄

港

に
反
対

"

湯
川
教
授
ら

さ
る
六
日
、
湯
川
秀
樹
,い入
教授
、
坂

田
昌
一名
大
教
授
、
武
谷
三
男
V教
大

教
授
、
野
上
茂
占
郎
喚
大
教
授
らは
京

大
基
物
研
て
記
首
会
兇
を
行
な
い
「ア

メ
リ
カ
原
潜
器
港
に
関
す
る
原
子力
委

員
会
の
り見
解
'
は
科
》
哲
を
欠
くも

の
で
、
わ
れ
わ
れ
原
f
科
学
首
はさ
き

の
両
明
を
確
認
し
、
再
び
原
潜
の
瀞港

反
対
を
訴
え
る
」
と
の
声
閉
を
発表
し

た
。こ
の
声
明
は
、
さ
る
+
月
二
日か
ら

十
日
ま
で
名
占
犀
て
開
か
れ
た日
本

物
理
学
会
て
決
議
さ
れ
た
も
の
で、

国
内
の
原
子
料
ヴ
首
の
聞
に
濁
名
が

行
な
わ
れ
そ
の
数
は
す
て
に
千
二
百

十
五
込
に
の
ぼ
って
い
る
。
な
お
こ

の
署
名
博
は
政
府
に
提
出
さ
れる
ほ

か
海
外
の
科
学
首
に
も
川明
究
旨
を

訴
え
る
ゐ
釧
て
あ
る
。
肖
悶
文
は
つ

原
子
科
学
者
が
ア
ビ
ー

ル

ぎ
の
と
お
り
.

声
明

今
團
、
政
府
は
、
米
国
脈
子

力
潜
水
艦
の
日
本
港
湾
瀞
溢
を
承
譜
し

た
。
政
府
が
、
こ
の
決
定
を
行
な
う
根

拠
と
し
た
環
r
力
委
員
会
の
総
合
的
見

解
は
、
寄
港
に
と
も
な
う
危
険
性
の
自

王
的
か
つ科
学
的
検
討
を
行
な
った
も

の
で
は
な
く
、
米
国
側
の
言
明
を
無
批

判
に
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
原
子

力
委
員
会
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
原
子

力
基
本
法
の
三
原
則
(自
王
・民
王
・

公
開
)
の
精
神
と
相
反
し
へ
昨
年
発
衰

さ
れ
た
「原
子
科
学
者
の
声
明
」
に
指

摘
さ
れ
た
β
グ
を
い
さ
さ
か
も
取
り
除

く
も
の
て
は
な
い
と
石
え
ざ
る
を
え
な

い。
わ
れ
わ
れ
康
r
μ
学
骨
は
さ
き
の

角
明
に
表
明
し
た
米
国
原
子
力
溝
水
艦

弩
港
反
対
を
あ
ら
た
め
て
確
偲
す
る
と

と
も
に
日
本
学
術
会
議
原
子
核
特
別
委

員
会
が
、
九
月
二十
.日
出
し
た
見
解

お
よ
び
原子
科
字
、肩の
署
名
連
絡
審
務

局
が
八月
二十
八日
に
出
し
た
見
好
を

支持
し
、
か
つ原
子
力
委
員
会
の
今
回

の措
署
を
遺
憾
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

湯
川
教
授
ら
は
飴
r三
月
に
も
、
政

府
の
原
晒
自
紬受
入
れ
の態
笈に
机

議
し
、
%
術
芸
議
の
〃勧
告
4
を
支

持
す
る
凋
朋
を
狛
表
し
て
いる
。
こ

の
川朗
に
は
下
六
白
人
を越
える
科

ヴ
者
が
捲
呂
し
た
が
、
こ
んと
の
円

明
は
右
の
川明
を
拐
禰
認
する
執
臥

で
行
なわ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
お
も

な署
名
首
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

湯
川
秀
樹
(
以べ
地礎
物
理
学
研
究
所

所
長
)
武
谷
三男
(V
教
大
教
授
)
坂

田
昌
一
(呂
大
教
授
、
ヴ
術
会
議
原
子

核
わ
別
倉会
長
)
小
林
稔
(承
大
理
教

授
)
43山
兼
孕
(名
大
教
授
)
佐
久
間

澄
(仏駈
大
教
授
)
田
恥
央
三
(Ψ
教

大
教
提
)
水
名
健
人
(阪
大
教
授
)
野

上
茂
占
郎
(喫
人
教
畏
)
払
根
徳
太
郎

(束
化
大
金
属
磁
所
長
)
皆
川
理
(神

戸大
教
提
)
冨
原
将
平
(北
大
教
授
)

℃

・

氏
氏
晴
宏
光上
間

〃

井

野
選 考

'

■

7:

◇応募資格 大学、大学院に在学中のもの(学外を内
間わず)未 発表のもに限る

◇枚 数400字 詰原稿用紙30校以内
◇締 切 日 昭和40年3月末日
◇発 袈 昭和40年5月下旬 本紙上
◇賞 金 入選(一隔)2力 円 佳作5千 円
◇送 り先 尿都市左京区占田京大構内、京都大学新

聞社小説係、(原稿には、住所、氏名、
大学名、学部、学年、年令を明記のこと)

なお、版権は本社に属します。原稿はお返ししませ
ん9

甘 ご

'ホ

犠灘
r弾

転 評"
野聞 氏

・京 都 大 学 新 聞 社

 

.

"

凸施
理
学
など
の総
台
的
な
視
点
か
ら

の
晦
題
とり
くみ
も多
か
った
よ
う
す

で
あ
る
。
京大
から
は
腺
岡
謙
二
郎
、

西
村
睦男
両
教
授
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
「都市
分類
と都
市
成
長
上
に
お
け

蝉実
口
集
中地
区
ρD
。1
・D
)
と

都
市
核
の問
題
」
「農
村
人
口
の
滅
少

と
中
心
集浩
」
と題
し
研
究
発
表
を
行

な
った
。大
会
∴日
目
に
は
亀
岡
・池
田

応

募

規

定

方
面
、
大
阪
湾
臨
海
工
,瓶地
区
方
面
の

研
究
旅
行
を
し
、
二
日
間
に
わ
た
る大

会
を
終
え
た
。

ま
た
文
字
部
第
㎜教
至
で
は
午
前
九

時
か
ら
読
史
大
会
が
催
さ
れ
「蛛
方

但
馬
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
京大
小

草
田
淳
教
授
の
研
究
発
表
な
ど
滋

大
、
天
理
大
、
大
谷
大
、
中
央大
か

ら
集
ま
った
十
一人
の
ド」首
に
よ
っ

て
轍
会
裡
に
閉
会
し
た
.

出
願
拒
否
"に
突
入

イ
制
に
反
対
、
医
自
治
会
が

京
都
大
学
医
守部
自
結会
は
、
全
自

本
医
チ生
連
合
の
吠
議
に
衡
って
イ
ン

タ
ー
ン
出
獺
拒
舎
を
価'期
限
にく
り
ひ

ろ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た。
医
字生
追
合

は
「匪
帥
実
地
修
練お
よ
び
医
㌧教
育

"幅

広

い
護

憲

を

"

護
憲
十
人
ア
ビ
ー
ル
委
結
成
さ
れ
る

湯

1ー

秀
樹

教
授

十
一月
三
日文
化
の日
を
機
に
、
京
大

湯
川
秀樹
教
授
ら
十
人
が
「護
憲
十
人

ア
ピー
ル
委
員
A護
を
結
成
し
、
超
党

派
的
な立
ち
場
把
幅
広
い
護
憲
運
動
を

進
め
て
行
く
こ
と
に
な
った
。
同
委
員

会
は
給
成
に
先
Ψ
ち
、
一一円
角
明
を
発

表
す
る
と
共
に
、
代
表
蕎
四
人
が
首
相

冒
邸
に
鈴
木
冨
房
長
官
を
16れ
、
政
府

は
国
会
に
対
し
て
自
発
的
に
憲
没
改
正

など
検
M
打
ち
合
せ
会
」
が
棚
田厚
相

に
提
出
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
制
履
改
ドロに

対
す
る
慧
見
潜
に
反
対
し
「改
吊
允
は

改
悪
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
制
反
を
を

・廃
せ
よ」
と
狂
張
し
、
十
一月
一日
よ

り
無
期
限
出
願
拒
由
闘
争
に入
っ
た
。

京
大
医
守都
自
描会
は
出
願
掬
台
、大

掌
舶翫
に
と
ど
ま
り
、
他
の
イ
ン
ター

ン
制
病
臨
に
は
行
か
な
い
.
い
ま
、
鼠

大
病翫
と
父渉
中
。
A,後
の
闘
鯵
は
イ

ン
タ
ー
ン
委
奥
会
で
次
議
す
る
。
な
お

出
瀬
拒
由
闘
伯
は
九
月
二
十
三
日
全
日

本
医
争生
蓮
台
汰
会
に
て
決
議
さ
れ
た

も
の
のこ
の
伏議
に
従
,て
、
八
込
委

員
会
が
四
十
一矩
肢
実
施
の
力
向
を
打

ち
出
し
た
仮
免
許
制
皮
に
蟻
っ
向
か
ら

反
対
し
、
十
月
十
五
日
の
日
衣
デ
モ
と

な
って
現
わ
れ
た
。

自

治
会

役

員

の

改

選

は

じ
ま

る

各
¥部
で
は
、
十
月
下
旬
か
ら
自
治委

員
、
自
治
会
役
蝋
の
改
選
を
お
こ
な
っ

て
い
る
が
、
現
右
ま
で
に
、
経
済
学
部

文
学
部
が
そ
れ
ぞ
れ
収
盤
を
お
わ
2

τ
・
そ
の
他
の
善

A通
中
に
楚

が
出
る
も
よ
う
で
あ
る
。

経
済
≠
都
は
、
委
蝋
長
に
武
曽
俊
二

、君
(三
流
派
)
を
選
出
し
、
文
学

部
は
、
植
松
忠
博
君
(主
流
派
)
を

選
出
し
た
。
な
お
文
争
鄙
自
治委
艮

は
壬
派
派
十
九
対
統
一派
画
の
比
で

あ
る
。

記
念
討
論
会
開
く

冨
沢
俊
義
(V
教人
教
8
)
笠
信
太

郎
(諦
、呵.ゑ
)

▽
声
明
欝
△

わ
れ
わ
れは
護
憲
アピ
ん

十
人
委
蝋

会
を
涌
峡
し
、超
卯派
の
yち
場
て
幅

広
く
圖
民
6
脚
に現
行
憲
伝を
守
Oこ

と
が
絶
対
必巽
な旨
を
叫
び
、
便
煮
痩

勒
に
国
民
の協
力
を
呼び
か
け
る
。
憲

法
問
題は
一覚
一派
の
見和
賞
略
の
た

め
に
叫
ばれ
る
へき
も
ので
は
なく
、

袖
民
.葎

の篤

と
焦

の
ため
呈

「張さ
る
へき
も
の
て
める
.
わ
窮

れ

は
今
'〆あ
ら
ゆ
O機
会
を
通
し
、
政
党

政
派
にと
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
講
演

}や
丈潜
に
よ
って
「こ
の
憲
仏は
変
え

る
へ
さて
70い
」
旨
や
嘱
祠
す
る
。
ま

た
いか
なる
惰
引
ト
に
お
い
て
も
平
加

を
硲
保
し
、
福
祥
国
寡を
だ
設
す
る
に

は
、
こ
の
憲
汰の
箔
令
笑
施
か
前
提
て

あ
る
と
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

う

人
文
研
ガ
三
十
五
週
年
行
事

を
ボ唆
し
た
り
改
懸
ム
ー
ド
を
つ
く
る

べき
では
な
い
こ
と
、
政
府
は
ま
ず
現

憲
法
の
完
金
実
施
に
努
め
る
へき
こ
と

の
二点
に
関
し
進
口薄
を
提
出
し
た
。

同
委
員
会
の
今
後
の
王
な
盾
動
力
針

は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
又
爵
、

詞
潰
会
な
ど
て
幅
広
い
国
民
護
憲
蓮

動
を
呼
び
か
け
よ
う
と
い
う
も
の
て

あ
る
。
委
員
名
と
十
人
委
員
声
明
は

次
の
通
り
。

傷
川
秀
樹
(
駄人
敦
.'、9
植
村
塩

(日
本
Y
M
G
へ
呂
㌣
衣
k
)
海
b

普
吉
(護
鶴q浬
へ口叩
墜
)
人
内
曳
衛

(束
汰
名
誉
教
坪氏)
h
山
(
(粁
贋

冨
議
長
)
」
代
た
の
(日
本女
子
大

亭
長
)
桝
尾
弁
伴
(増
」も
骨長
)

東
洋
史
談
話
会
な
ど

女
化
の
日
に
各
種
講
演
会

人
文
科
学
研
W所
は、
創
▽三
十
土
周
}田
雄
次
、
上
山
春
平
の
各
研
呪
所
員
が

任
を
迎
え
、
去る
七
日
泓
経
弟七
教
至

で
「市
民
革命
と
血
代化
の
讃
問
題
」

を
プ↓

に報
告
お
よ
び
討
、醐会
を
童

こ
な
っ
た
。
こ
の討
論
は
、
坂
田
古
雄
}

貝
塚
茂
樹
、
桑原
武
天
、
井
上
清
、
会
}

十
一月
三
日
の
文
化
の
日
に
ち
な
ん

で

大
教
喪
ゆ、
込
文
研
認
工
与ど
で

・各
棚
∫会
大
会
が
持
た
れ
た
.

込
又
研
講
嘗
で
は
午
前
九
時
か
ら第

七
回
史
れ
更
談
話
会大
会
が開
かれ

た
。
iハ大
て
は
梅
原
郁
氏
が
「南
禾

折
用
歓
を
め
ぐ
っ
て
」
と題
し
研
究

努
表
を
行
な
い
、
ま
た教
倉
入
の小

島
淑
男
氏
が
「匹
メ藁
命
動
後
・江

南
の
腱
村
祉
宏
-
蘇州
府
人
の地
～

佃
戸
関
保
i
」
と
いう
観
究
46表
を

行
な
う
など
、京
大
、
東
北
・入、
慶

応
大
か
ら
十
人
の
頃
洋
史
ツ
首
が
参

会
し
た
。
特
に
ロ
ン
ド
ン
大
字
か
ら

は
D
・T
W
τ
C
H
F
T
T
氏
が
参

加
し
「最
虹
酌代
社
会
研
究
に
関
す

る
私
見
」
と
い
う
研
究
発
表
を
行
ね

った
。

教
食
ゆト
U75創
て
は
一塩
バ
四
此
反
人

又地
理
㌧総
バ
・L大
7
が
圃
か
れ
た
、

午
削
九㌧
か
ら
、
第
一会
場
二第
一会

矯
に
分
か
れ
二
十
ハの
研
究
発
表
が
Wへ

さ
れ
た
。
舜
咽の
社
会
帖
桝
か
ら
、
込

又
地
理
㌧も
都
・巾
込
口
集
中
問
題
、
臥

出
肪
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
の
六
日
同
研
究
所
は

三
十
上
周
年
の
記
念
式
を
、
北
内
川

小
薗
町
の
人
文
研
本
館
て
お
こ
な
っ

た
。
同
記
念
式
に
は
、
森
朔
三
教
授

不
愉

快

な

こ

と

奈
良
本
英
佑

こ
の
仕
に
な
っ
て
小
しJ牛
の作
文
の

虞
似
が
し
て
み
た
い
と思
う杖
私
は
物

好
き
て
は
な
い
。
しか
し
残
念
なが
ら

現
笑
は
小
～生
の
作
文
を必
顕と
し
て

い
る
の
だ
、

次
の
よ
う
菰
こ
と
を勇
、Dに
不
愉
快

な
蓬
懲
な
こ
と
だ
と
思
う
のは
私
だ
け

だ
ろ
う
か
。
食
掌
の
行列
に
胡
り
込
む

(射
に
占
出
食
賞
)閲
覧
¥
で雑
礎
を

す
る
。
ゆ
か
に
た
ん
をは
き
、
机
の
上

に
活
薄
き
を
す
る
ー
こう
い
った
こ
と

が
'
内
で
は
平気
で行
竃わ
れ
て
い

る
。
㍉生
と
いわ
ず
'」も
彩
少
到
制
入

判
断
力
を持
,
た込
聞
の
可
る
こ
と
と

は
考
ん
ら
れ
な
い
これ
導
の行
為
を
行

.

をは
し
め
と
す
る
人
文
研
所
員
や
関

係者
等
約
二甫
入
が
出
席
し
た
。

な
お
こ
の編
念
行
事
の
一貫
と
し
て
、

人
文
研
別
餌
では
、
中
国
か
ら
贈
ら
れ

た南
陽劇
像
石の
拍
本
を
七
日
ま
で
公

開雇
小
し
た。
る上げ
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十一月祭準備盛ん

 

+
一月
興は
後牛
月
た
ら
ず
に
せ
ま
り

準
備は
、
切㎡村
の集
りも
例
γ並
の
メ

ド
が
つ
くな
ど、
順
調
に
鷹ん
でい

る
.
各
サー
ク
ル
の
物
品
父渉
は
先
日

中央公論社
¶50円

12胴白然
■■
難
撒確
骸
嘆
η
霧

巽
日
「藷
凱

闘
霜
麓
聡
畷

錨
墾

■
数
学
に強
いと
い
う
こ
と

ロゲ
ル
ギ
ス
ト

ソ
ヴ
ェ
ト
の
宇
宙
開
発
…
…
・関
口直
甫

三
た
び
原子
力
潜
水
艦
に
つ
い
て
・…
…
…
服
部
学

柴
田
雄
次
と
日
本
の
化
学

遵
馨
蒋

北
京
科
学
シ
ン
ポ
シ
ウ
ム

…
坂
田
曼

…
●●■38●●冒冒薯
ー

F
藪

雛

鋸

…
・.・・
㎝

終
り
、
六
日
から
サ
ー
ク
ル
に
渡
さ
れ

プ
ロ
グ
ラ
ムも
こ
の月
曜
日
発
行
さ
れ

る
予
定
で、
各サ
ー
ク
ル
の活
動
も
展

示
の
準
備
な
ど
が始
った
。

一}十
四
日行
わ
れ
る
弘
田三
枝
子
ジ

ャ
ズ
・フ
ェス
テ
ィバ
ル
入
場
券
は

千
五
面放
用
意
し
単
価
四
百
円
で
、

京
都市
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
学
内
各

食
堂
前
で
発
売
さ
れる
。

準
備
委
員
会
で
は
弘
田
三枝
子
のレ
コ

ー
ド
を
ス
ピ
ー
カ
1
で
流
し¥
各所
.添

ソ
ク
ス
前
で
は
展
小台
の作
製
な
ど
始

め
、
十
一
月
祭
へ
の
学
内
の
ムー
ド

を
嫉
り
⊥
げ
て
い
る
。
な
お
、
十
一月

祭
準
備
ク
ラ
ス
委
貴
は
ま
た
し
刮
力
し

か
集
って
い
な
い
た
め
、
全
ク
フ
ス
一

名
そ
ろ
う
こ
と
が
Ψ
ま
れ
て
い
る
。

公

募

学

園

歌

の
発

表

な

ど

前
夜
祭
の
行
事
沢
完

応
張
団
の
二催
す
る
前
佼
緊
は
十
九
日

占
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
て
行
わ
れ
る
。
入
舞

台
の
企
岡
の
う
ち
A
尊
目
V
っ
た
と
こ

ろ
で
は
、
頼
島
県
人
会
に
よ
る
阿
波
踊

ろ
込
聞
は
、
全
京
大
生
の
一割
を
越
え

る
こ
と
は
な
い
で
あ
.りう
。
し
か
し
仮

に
こ
れ
が
五
分
だ
と
し
て
も
+
分
に
多

い
人
数
で
あ
る
。
何
よ
り
も
問
題
な
の

は
こ
の
よ
う
な
行
75
が
一般
に
見
過
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
こ
と
を
な
く
す
に
は
ど
う

す
れ
は
員
い
か
、
例
え
ば
14
酵
館
に
関

し
て
口う
准
ら
、
職
員
に
雑
訣
の
撤
漁

な
,取
紬
り
4
を
嬰
求
す
る
こ
と
が
出

来
る
、
し
か
し
こ
れ
は
細
も
喫
ま
し
く

ない
力
法
で
あ
る
。
で
は
同
守
会
に
よ

る
キ
ャン
ペ
ー
ン
を
行
な
う
か
。
こ
れ

も
ぷ
ざ
ま
な
こ
と
だ
。
同
学
会
に
は
も

っと
生
犀
的
な
"
扇
を
行
な
っ
て
ほ
し

い
。
と
51
れ
ば
こ
の
一耶
の
浦
君
に
反

肖
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
な
い

が
、
さ
ら
に
、
理
牲
の
か
け
ら
も
な
い

愚甲
は
大
衆
的
に
釧
壁
さ
れ
な
け
れ
ば

取
ら
な
い
。

平
凡
怠
稻
繭
に
汽
る
が
、
割
込
淋
を

詐
さ
な
い
よう
膵
黙
こ行
列
し
、
閲
鴇

畢
て
雑
、ゾ
9る
循
に
刀
し
て
は
」
＼に

居
る
石
が
止
め
さ
せ
る
と
い
う
の
が
、南

蘇
繍
魏
謹

翫

,、.。に
二

雛
岬
舞

講

師
の
横
顔

(編
魏
趨

蕩
罫

鄭
臨
砂

い
い
じま

こう
い
ち
氏
は
詩
人
。
い

わ
ゆ
る
「第
一二期
の
詩
人
」の代
表
的
存

右
。
戦
前派
モダ
ニ
ス
ト
に
よ
,て
毒

さ
れ
つ
づ
け
てき
た
シ
ュル
レ
ア
リ
ス

ム
を
.て
の
本
質的
な
地
占ハで捉
え
泌
し

/
ナ
ロ
ジ
カル
な側
面に
よ
って
日
本

的
狛質
、
風r
に
,て
れ
を
足
着
さ
せ
よ

つ
と
す
る
こ
と
を通
し
て
時
代
の
意
蛛

を
21
求
し
よ
う
とす
る
方
法
論
は
簡
く

計
価
さ
れる
へき
だ
ろ
う
。
詩
の
文
体

は
極
め
て畝
か
く
、
そ
れ
が
目己
の
、、

ク
ロ
コ
ペ
モ
スし
か
形
成
し
え
な
い
と

い
う
批
門
の棊
に
も
な
って
い
る
。
ア

ン
リ
・
、、ノ
31
・
ホ
ン
ン
・
・、ロ
・

ポー
ル
・よリ
ノア
ー
ル
・ア
ポ
η
不

ー
ル
の
よき
理解
百
てそ
の
卓越
し
た

計
繭
は
寮
彩
を放
、
て
いる
。
ン
畝ル

・レ
γ
リ
ズ
ハを
そ
の
発
成
段
階
、
エス

る

へ
き

頑
域

て
彼

に
期

付
す
る
む
き

も
多

い
、
代

表
的

な
書
魯
と
し
て
は

㎡

集
に

'ー偲
人

の
㌍
」
「
わ
が
U
∬13
」

竃

と
、
・副
舳
穿

に

「悪
騰

放
い
の

・
術

.調
」

【
ノ

　
ル
レ
ソ
リ

ズ

ム
詩

湘
」

「
日
小
の
ノ
」
ル
レ
/
リ
ズ

(」

η
ど

「
が
あ
る

。
最

釦
て
ば
映

』
げ
論
、
小

謝

も
で
が
け
で
い
る

り

「=薦
出
紀
天
に
お
け
る
思
想
の
研さ

一
い
そ
だ

こ
う
い
ち

氏
ぱ
、
ムる

昭
和
三
十
七
年
「群
像
」
耕
込
.酊論
員

を
受
け
、
文
砦
,一論
家
と
し
デ
ツ
」
1

し
た
。
カ
ご
ろ
の
」
な
茜
れ
品
に
は
「

(
39

・
1

「
図
講
勒
聞
」
)

「
殉
数
の

笈

F
」

(
調

・
3

「
文
》
界
」
)

「
戦

後
批
門
の

臥
換
」

(
39

・
8

「
右
代
文

字
」
)
六
ど

が
あ
る
。

几
「
勘
思
醐
」
ー

障
。凹
年

の

,
政
治
と

文
≠
召
論

争
て

は
、

昌
語
苧
聞
の
目
》
性
を
説
き
、
武

井
昭
大
氏
ら
を
痛
列
に
批
判
し
た
。「
読

西
勒
聞
」

ハ
38

・
9
)
紙
1
て
桶
谷
秀

昭
比
と

「
"
雌
治
と
文

∫
燈

μ
へ
の

掛

,」
と
い
う

フ
ー
マ
の
も
と
に
れ
復

甫
簡
を

父
わ
し
た
こ

こ
も
め

O
。

本
論
又
で
も

か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

フ
/
ノ
ズ
ム
尺
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
と
い
う

等
価
ら
構

旭
を
も
つ
濯
想
を
乏
乳
る
も

の

こ
し
て
人
衆
の
仏
机
的
喪
慧
澱
の
解

明
と
そ
の
処
押
、
が
氏
の
、呂
為
の
L
ナ

ー
フ

こ
い
え
.て
う
ご
あ
る
。
氏
に
と

、

て

又
r
と
は

「
望
り
の
州
対
層
」
を
矧

し
た
も
の
が
、
弓
の

侵
失
成
を

「

朽

に
よ

,
て
柏
n
、し
ょ

ー
」

ノ
す
ろ
、(
が

瀧毅

縫

黙

人。の
二 り

、
京
都
女
子
大
と
の
築
曲
合
奏
な
ど

が
あ
り
、
ア
イ
ス
。ホ
ソ
ケ
ー
、
沢
ク

シ
ン
グ
の
激
励
会
を
婦
台
ヒ
で
行
う
f

足
。
模
短
盾
は
A「年
六
十
盾
開
く
予
足

た
が
、
六
日
締
切
♪
た
所
で
応
募
は
白

あ
り
、
十
日
三
時
か
ら
四
十
番
教
累
で

抽
醒
が
行
わ
れ
る
。
最
後
の
ン
ー
イ

ヤ
ー
・ス
ト
ー
ム
は
八
時
点
火
さ
れ

る
。応
援
団
が
募
築
し
て
い
た
掌
囲
畝
に

は
十
四
編
の
沁
募
が
あ
り
、
六
日
一

編
が
選
疋
さ
れ
る
。
ま
た
沁
後
団
で

は
この
字
園
歌
を
樹
い
た
前
夜
勢
記

念
ナ
ヌ
グ
イ
沌売
り
出
す
予
冠
。
プ

ロダ
ラ
ム
・ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
抽
選

是
敲
には
教
授
色
紙
、
'、ナ
ン
ト
な

ど
を
用
意
し
て
い
る
。

今年
の前
皮
邪
予
算
は
学
牛
㎡
十
力
、

準
備
委
一力
の
計
+
一力
。

ー

⊥
■
■
7を

畠
■
軍

興
↑
月

F

几
日
、

一

原
潜
艦
日
本
寄
浩
に

反
対
す
る
肝

.P
蝿
果

A
ムに
、
干
し
白
各
の

≠
弓
が

,
怒
り
に
燃

え

て
"
粘
集
し
た
.

そ
し
て
相次
く
盲慧
の弾
月
に
も
疑
せ

ず
巣敢
に
し
て
戦
闘
的
准
ブ
七
メ
ス
ト

レ
ーシ
ョン
を
展
開
、
日
米
帝
国
～
義

と
核武
捜
化
に
対
し
て
自
ら
の
怒
り
を

ぶ
ち
まけ
る
と
同
時
に
、
四
散
し
た
与

生
戦
線
の
輪
一
へ力
峨
い
一歩
を
踏
み

出
し
た
…
:と
ま
あ、
こ
う
い
ノた
調

r
の
よ
い文
童
が
凸
に
氾
温
し
、
"際

潜
π景
気
を
撤り
あ
げ
よ
う
と
ヤ
ソ
十

に
な
って
いる
のと
は
裏
胸
に
、
か
の

。令国
セネ
ス
ト
〃
を
銘
う
った
+
・

二
九は
ま
こと
に
も
って
ノ
ゴ
小ン
レ

々
行雌
に経
って
レま
、た
よ
う
て
あ

る
▼幾
分
か
の
気恥
つ
か
し
さ
を
隠
し

て
敗う
て
りつま
て
も
乙く
ジ
プ
ザ
グ

て
あろ
う
と
フ
ノン
く
て
あろ
う
4例

の
"静
か
な"
ヤ
ツ
て
あ
ろ
う
と
升
七

11
小
敵行
ハで
あれ
ば
や
は
O
そ
の
時

点
にお
け
る
最
渦戻
の
戦
術
を
》
使
す

る
のは
当
然
で
あろ
つ。
ん
態
舗
に
拘

で
いす
る
の
は
朽
鷹
げ
て
い
る
か潰
リ

公
の畑
の
固
を
ナ
コ
コ
マカ
通
り
樋
ぎ

よ
うと
あ
せ
り
、
あ
げ
く
の
果
て
は
ポ

リ
公に
ぶ
ん
吸
ら
れ
て
い
た
ん
て
は
渉

諦
な
い。
そ
の
う
え
"
馳牛
大
衆
ら
の

臼
発
嗣
(/
)
なわ
咳
ぜす
へて
阻
.占

しよ
う
と
す
る
に
い
た
りて
は
ヂ
士
し

て
いる
のか
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
わ

から
な
く
な
って
く
る
。
「戦
闘
的
字

生
て虻
前
列
を
か
た
め
て
収
壌
の
つ
か

な
い
よう
に
し
て
や
る
」
と
い
き
ま
い

て
いた
ある
ノ
ナ
ー
キ
ス
ト
の
気
持
も

わ
かる
ては
ない
か
▼
蒔
は

πん
て

壊
占
趣
昧
に
浸
って
いる
の
.」
は
六

い。
そ
の時
点
で
の
湿
紬度
の
戦
術

を、
と
いう
県
て
拘
,て
い
る
の
た
。

㎜も
ち
ろ
ん十
二
月
全
あ
浬再
握
に
晒
け

る府
≠
燈の
思
惑
も
亀
々
崇
し
て
い
る

し、
セ
ク
ト
聞
の
喰
い
ち
甥
いキ
一比
楊

(ノ)
す
る
た
め
、唱る
程
度
の
.久協
が

要求
さ
れ
る
の
は
や
もお
乳ま
い
。
し

かし
いず
れ
に
せ
よ
皆
り
合
い
世
吊
的

為
傘学
巡
てし
か
あり
汽
ない
以
ヨ
、

代

木々
界
隈
で
殴ん
に
而し
られ
て
い

た
リ統
r
論
の
爪r
煙
をも
う
}度

碓
認す
る
必
暇は
あ
り
は
し
ま
い
か
。

ヤ
。二
ん
に
衆徴
困に
衣わ
れ
た
〃後

腿戦
祠
の
」断咽川は
・てれ
μ償
禰感
さ
せ

る
。

研 究 社の 英 語 雑 誌

英語研究鼎
'「heSTUDYofENGuSH

〔随鋸二題〕 「アメリカの芸術』(」・F・ケ
ネディ)「モヌクワ喜肪」(」.ベパン)

『懸 賞論 交 入選 発表堆 護含閣

■戦後の沙翁劇映画▽新高等英晒講座(解
籾・文法・作文・案用英語)▽棄泉五輪を
米特派員に8く▽映闘「若い恋人たち」▽
7メ リ力語法覚え■▽英国の囹会臓富墜

'生きた米英講の解明に!12月 号¥120

時事英語研究
アメリカ短1■小説作家験(オハラからサリ
ンジャーまで)映画シナリオrセパレート
ベッド」オリンピ,ク選手の陶象(宇野尚
憲)街で見た莫語の突態(ク リスマスカー
ドと絵葉㌫)藺業英語検定試験の結果(中
内正利)英 認街漫歩(奥平光)新語展望

欝編竺堅 研 究 社舞嬰富

のの

 

梶
谷
善
久
著

習
新聞巽

新
誉
判

三
〇
〇円
∴
Tη

国
際
問
題
は
今
や
東
西
対
立
か
ら
南
北

協
力
の
問
題
に
移
り
つ
つ
あ
る
。・南
の

低
開
発
諸
国
が
わ
が
国
の
海
外
市
場
の

48
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
点
か
ら

み
て
も
、
南
北
問
題
は
重
要
か
つ
緊
急

な
問
題
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
協
力
が

可
能
か
?

ど
の
よ
う
な
市
場
開
発
が
.

で
き
る
か
?

朝
日
新
聞
の
ベ
テ
ラ
ン

国
際
経
済
記
者
が
、
す
る
ど
い
感
覚
と

広
い
視
野
に
立
っ
て
や
さ
し
く
解
説
。

経
済
成
長
の
理
論
興
韓
饒
貼
孟

　

"経

済

理
払
細
入
門
豆
購
〃需
鍛
-
陶Moも醐残
〒鵬

賃

全
皿
体

系
近
代
化
の
プ
ラ
ン

劉
o円野
醐

労

務

管

理

と

経

営

学

賂
鞭

動

ペ
ン
と

小
泉

信
三
薯

B
6
判
ー
製

四
五
〇
円
二
丁90

現
代
の
マ
ス
コ
ミ
に
反
省
を
う
な
が
す

「
ペ
ン
と
剣
」を
は
じ
め
、
変
動
す
る
国

際
情
勢
の
中
の
日
本
の
政
治
、
経
済
の

あ
り
方
を
論
じ
た
も
の
な
ど
38
編
。

'

,

暑

541
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戦
後
文
学

.思
想
の
転
換
と
は
何
か

昭
和
三
十
年
代
も
い
よ
い
よ
終
わ
り

に
方づ
き
、
や
が
て
戦
後
二
十
年
目
と

いう
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
私
た

ち
は
今
日
の
爵
点
に
立
って
、
戦
後
思

想
の残
し
た
足
跡
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
再
検
討
し
て
み
る
こ
と
の
必
要

を感
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
こ
う
し
た
試

一

}一

,

(磯田光一氏)

み
に
は
、

論
肴
自
身

の
ト体
の

あ
り
方
が

関
与
せ
さ

る
を
え
ず

、
私
は
私

なり
の
視

点
か
ら
、

戦
後
に
お

一ける
文
学
・思
想
が
何
を
残
し
、
何
を

失
った
かを
再
検
詞
し
て
み
た
い
と
思

う
。昭

和
二
十
年
八月
十五
日
を
境
に
し

て
起
っ
た
思
想
的
転換
の最
大
の
メ
ル

ク
マー
ルは
、
日
本
ロ
マン
派
的
、
ナ

=

曽一甲一=
一一
一一
=一二

一,

一一一,曽;一一「一;

-二

甲一冒」

二
十
八年
は
戦
後
日
本
映
画
界
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の

ター
ニン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
った
。
占
領
軍
の
ワ
ク

(峡倫
も
その
週
制
で
あ
る
)
と
、
戦
後
の
大
衆
慣
楽

毛義
から
、
企
業
を
と
び
出
し
た
独
立
プ
ロ
以
外
、
す

な
わ
ち
企
業
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
芙
術
作
品
を
つ
く

り
う
る監
将
は
り
よ
う
り
よ
う
た
る
も
の
で
あ
り
、
名

前
をあ
げ
れ
ば
溝
口
、
黒
沢
、
小
池
、
木
下
、
成
瀬
な

ど
が企
業
が
そ
れ
を
許
可
す
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

だ
から
何ら
か
の
理
想
を
も
つ
演
技
者
は
独
立ヲ
廿

に
出演
す
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
だ
。
今
井
正
は
若
手
の
ち

ょ
っと
シ
ン
の
あ
る
女
優
さ
ん
た
ち
の
あ
こ
が
れ
の
的

であ
った
。
し
か
し
松
竹
の
ド
ル
箱
で
あ
っ
た
津
島
恵

手
が
「輿
流
る
る
果
て
に
」
(28
年
)
竃
塚
三
人
娘
の

う
ち淡
踊
千
景
、
久
我
薫
子
が
「に
ご
り
え
」
(28

年
)
のち
に
は
島
崎
舜
子
が
「日
の
は
て
」
高
千
穂
ひ

つ
る
が
「異
母
兄
弟
」
に
と
い
う
場
合
、
い
ず
れ
も
既

成会
社
と
の
間
に
紛
争
を
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た
。

だが
、
そ
う
い
う
ス
タ
ア
本
位
の
破
轡
者
的
見
方
は

従
来
の
映
醐
史
の
見
力
で
し
か
な
い
。
二
十
八
禦
が
タ

ー
ニン
グ
ポ
ィ
ン
ト
だ
と
い
う
の
は
「鴛
の
名は
」ブ

ー
ム
と
「禦
生
門
」
「雨
月
物
語
」
「地獄
門
」
のグ

ラ
ン
プ
リ
受
當
に
よ
って
、
映
圃界
が好

況
を
む
が
え
心
理
的
に
製
作
(資
本
)側

が
紫
術
つ
い
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う。
そ

ー
」

れ
は
ま
た
、
「u(術
は
繭施
に
なる
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
や
や
ふ
とこ
ろ
が
あ

た
た
か
く
な
っ
た
経
営
首
の迷
いか
ら
、

何
人
か
の
勒
人
が
、
比
較的
致
術
的
な作

晶
を
つ
く
る
こ
と
が
託さ
2τる
ン
ブ
イ
ヰ

に
な
っ
た
の
であ
る。

ま
ず
、
藁
宇
で
は
市川
箆
が
「プ
ー
サ

ン
」
「愛
人
」
を
つく
り
社
会
纒
刺
菖
劇

の
ひ
と
つ
の㌔
成
し
た
ダ
イ
ブ
を
つ
く
っ

て
み
せ
た。
松
竹
で
は
木
下
門
下
の
小
村

正樹
が
「
まこ
ころ
」
と
い
う
貧
冨
を
く

hき
りと
描
い
た
滑
春
映
醐
を
つ
く
り
野

村芳
太
郎
は
軽
妙
な
「次
男
坊
」
で
デ
ビ

ュー
し
た
。
大
映
で
は
久
松
静
児
が
、
成

瀬
更
芸
映
圃
を
目
標
に
「地
の
果
て
ま

で」
を
つく
り
、
粥
映
で

は
籍
厚
政
久
が
「魅
せ
ら

れ
た
魂
」
を
、
新
萸
宝
で

は
銑
分
利
俗
の
「広
場
の

孤
独
」
中
川
侶
夫
の
「思

春
の
泉
」
と
い
う
風
に
、

大
部
分
が
「ふ
る
い
皮
ぷ

く
ろ
に
新
し
い
酒
を入
れ

る
」
も
の
で
し
かな
か
っ

た
け
れ
ど
も
¥
何ら
か
の

い
み
で
企
業映
圓
に
も動

き
が
出
てき
た
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
れは
文
壇
の
「中

一
困

伽
曽

お
㎝ω柑

「日本の悲劇」と「風ふたたび

=

二
=

⑨

磯

田

光

一

虚

講
瓢
翻
甥
欄

賠
駄
齢
㎜
鵠
鄭

砧
跡
銚
鵬
貯

一の
協
と
い
う
こ
と
に
ある
・
と
私は
軸ツ
㌘
擁
が
「褒
文
学
」
を
中
豊

☆

.

G●

ム
が敗
戦
と
い
う
外
的
事
象
に
よ
っ
て

崩
壊
し
た
と
き
、
旧
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
者
は
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
説丁
ー的
杓
楢

の対
Vと
い
う
次
疋て
ナ
ソ
ヨナ
ル
・

フ
.ノン
,〈ト
の
戦
争
戯
任
の
追
求
を
行

な
った
の
で
あ
,た
が
、
し
か
し
彼
ら

目身
の
メ
ン
ズ
ーー
フ
4を
女
え
て
い
る

[の
か、.焚

・
享

・
・ナ
ル
・フ

ノ
ソス
ト
の
・てれ
と
同
質
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
事
実
に
は
、
ほ
と
ん
ど
気
づ

いて
い
な
か
2た
の
で
あ
る
。
こ
の
思

想
的
罐

、
つま
り
凶
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム

とフ
!
ソズ
ム
と
の
等
価
招
を
自
ら
の

体
験
を
遡
じ
て
酸
も
痛
切
に
自
妬し
た

のが
、
独
自
の
駈
向
体
験
そ
も
,て
い

大
衆
意
識
9

驚
糎
蟹
難
魏
齪
「

の
死
よ
り
も
小
林
多
専
一}の死
を
優
位

な
も
の
と
し
て
認
め
て
いる
と
い
う
点

で
、
彼
は
マ
ル
ク
ス
き義
的
な
社
会
役

革
の
直
に
目
分
の
一面
を賭
け
て
い
る

の
で
あ
る
。
「塊
代文
.」」♂、、の
批
計

累
は
、
中
脇
煎
治
と
小林
秀
斯
と
を
ノ

ウ
フ
へ
ー
ヘ
ン
する
こ
とを
王
張
し
た

が
、
中
野
重
治
に
「政
治
」を
見
、
小

林
秀
雄
に
「文
学
」
(個人
)
を
見
る

と
い
う
発
想
か
ら
捉
え
られ
た
小
林
秀

皿雄
の
映
像
が
、
い
か
に滋
を薄
め
ら
れ

た
前
向
き
の
も
の
こ
あ
った
か
は
、
江

膝
厚
の
「小
林
舟
雄
」
が的
催
に
七の

考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
日
本
共滝
見

お
よ
び
新
日
本
文
学
会
を
中
心
とす
る

旧
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
の
復
活と
い

層一一一一r一闇一冒一F9,

小

川

一幽==
一=ニ
;
一一一一=

徹

問
小説
ブ
ー
ム
」
に
見
あ
う
隙
本
プ
ロ
・カラ
ア
を
ス

ト
の打
畢
か
ら
再
起
し
た
東
望
が
吸
収
し
、
二、
三年

後
には
じ
ょし
ょに
他
社
逢
制
圧
し
て
い
った
岡じ
素

地
でも
あ
った
が
、
そ
う
で
な
い
も
の
に移
行
も
でき

る可
能
性
も
そ
こ
に
は
あ
った
。

敗
戦
か
ら
二
+
八
貸
に
い
た
る
企
業
映
界
の流
れを

概
摺
す
れ
ば
、
戦
後
一、
二
年
は
側
で
も
当
た
る時
代

そ
のあ
と
、
大
映
は
偲
も
の
で
儲
け
、松
竹は
木
下
、

渋谷
を
ふ
く
め
て
不
振
時
代
が
つ
づ
き
、
稟宝
はス
ト

を
その
時
の
傷
か
な
お
い
え
な
か
った
。企
業
を
と
き

によ
ろ
こぱ
せ
た
の
は
松
竹
の
二
+
五
年
小
糸
の小
原

作
「乙
女
の
性
典
」
に
は
じ
ま
る
性典
も
の
であ
り
、

大
映
は
二
+
八
年
、
常
安
田
鵬
子
と
い
う
女医
の原
作

によ
って
「十
代
の
性
典
」
を
つ
く
り
、蒋
罵
文
子
、

南
田洋
子
を
亮
出
し
て
い
る
。
東
映
は
ど
ろく
さ
い
エ

ロ宮
本
幹
也
の
「魚
河
岸
の
石
松
」
で
ヒ
ソト
し
へ
い

ず
れも
「続
続
」
を
公
開
し
た
の
も
二
十
八年
で
あ

る
。
そ
し
て
先
鞭
を
つ
け
た
松
竹
は
「君
の
名拡
」
ブ

ー
ム
で
あ
る
。
そ
う
い
う
肉
体
も
の
、
スレ
ち
が
い
も

のの
バ
ソ
ク
の
な
か
で
、
わ
ず
か
な
が
ら企
叢
の
な
か

で、
張
術
作
品
が
訓
さ
れ
よ
う
とし
て
いた
の
申寛
逃

二つの路線の分岐
し
て
は
な
る
ま
い
。
こ
れは
企
業
映
画
史

の
法
則
で
ある
。

こ
の
時
点
に
お
い
て当
撚
端え
お
よ
ぶ

べ
き
将
来
の
映
幽
界
の
二
つの
可
能
性
が

あ
っ
た
。
そ
の
一
つは
、
明
か
に
タ
洗
て

あ
る
占
御肉
体
も
の、
育
春
ス
レ
ち
が
い

も
の
のな
か
に
、
大
開
に
「思
想
」
を
包

摂
し
た映
訓
の系
譜
の
司
能
性
、
も
」つ

は
、
そ
れ
ら
ヒ
ソト
ン
23
ー
ズ
の
影
に
訂

さ
れて
き
た
袋
術
帆
を
興
遡
項
と
し
た
映

闘
創雁
め
方
向
で
あ
る
。

こ
の
年
に
公
幽
さ
れ
た
「日本
の悲
劇
」

に
自
己
の
未
来
を
賭
け
て
人
社
し
、
次
の

鐸
の
「二
十
四
の
瞭
」で
木
下
恵
介
に
絶
望

し
た
大
島
渚
が
後
倖(甫
尋残
酷
物
舗
」で

登
場
し
た
こ
と
は
前
者
の
ゆ
き
方
を
代
表

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
て
十
七
年
に

は
「風
ふた
た
び」二
十
ハ九
伊
に
は大
映

へ
い
って
「雁
」「或
る
女
」を

つ
く
った
が
、
な
お
ふ
っき

れ
な
か
う
た
戦
前
の文
芸
吸

圃
の
】人
者
婦
田
四郎
が、

三
十
↑
順
¥
で
「夫
婦
薪
敵
」

串つ
く
h
た
とき
、
腺
本
良

灘
の
東
冤
製作
本部
畏
、
蘇

岩
雄
の
パ
ー
ジカ
ム
バ
ノク

と
と
も
に
後者
の路
罧の
レ

ー
ル
が
が
っし
り
と
企
策
別

の
踏
線
とし
て
敗
か
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
(写
真
は
「日
本

の
悲
劇
」か
ら
)映
圃
評
験
家

6■一「

卿

董
性

ド

ラ
イ
な

エ
ゴ

イ
ズ

ム

的

要

素

と

伝

統
的

美
意
識

を
ど

う
生

か
す

か
が
課

題

灘
難

　

眺
め
褐
る
よ
う
な
成
熟
し
た
文
学
的
肉
ら
の
思
想
は
社
会
の
変
革
と
い
う
ペ
ク

　
　
の
　
　
を
　
い
て
い
る
む
こ
の
こ
ト
ル
を
　
って
い
て
へ
　
ゑ
の
な
　
を

　

蓑
動
鰻
鶴
瀬
継
麩
鴇
脳
撚路
罐
藷
雛

脚響
鱗
灘
鐵
蕪
膿灘
告
一㎜

応
な
し
に
意
識
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
等
価
な
も
の
に
見

え
て
い
た
こ
と
を
意
麻
し
て
い
る
。
こ
て
い
た
と
い
う
点
で
、彼
らは
「組
織
」

㎜

の
平
野
謙
の
見
解
を
私
な
り
に
拡
張
解
に
対
Ψ
す
る
も
の
と
し
て
「櫛
入
」
を

㎜

釈
さ
せ
て
も
ら
え
ぱ
、
小
林
多
菖
二
を
意
識
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「

㎜

思
想
への
殉
警

に
導
い
て
い
・
蒼

個
△

の
解
放
の
薙

と
し
て
彼
・
は

㎜

交

の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
は
、
同
時
に、

「絹
織
」
の
蓼

を
裳

と
し
た
が
、

㎜

保
田
与
嵐
郎
ら
に
よ
る
日
本
ロ
マン
派

し
か
し
同
時
に
、
「紺
織
」
に
還
元
で

一;湘
=

難
難
蕪
羅
　藤
鷺

好罫
獺
隷
惣
響
額
御
輩
藁

　

そ
し
て
、あ
る
面
ては
大
衆
の心
を
も
}し
、
同
時
に
小
林
多
鰐
一一の死
を
も
、

㎜

支饗

叢

劇

力を
雛

縞
机順詳

輔

一

な
し
て
いた
ト
ノ
マソ
ル
・フ
rシ
ズ
一野
疎
』
小
杯
ウ
唐

一こ
操
口
拘
出
郎

淵

弱
点
を
衝
い
て
い
る
。戦
時
ド
のン
ァ

シ
ス
ム
体
制
に
「個
人
」
の名
に
よ
り

て
抵
抗
し
た
彼
ら
が
、
聖戦
思
想
を
こ

そ
抜
き
さ
し
な
ら
ぬ
沓轡
と
し
て
生
き

た
占
本
隆
明ら
の
世代
の目
に
「傍
観

者
」
と
映
っ
た
こ
と
も
、当
無
の
こと

と
い
わ
ね
ぱ
な
り
ぬ。

戦
後
にお
け
る文
学
・恩
想
の
転
回

点
を
ど
こに
見
い
だ
す
か
は
、
人
に
ょ

って
見
方
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

一し
、
戦
後
に
お
け
る
十
年
間
の
思
想
勤

向
の
熊
療
を
、
日
本
ロ
マ
ン
派
的
思
惟

に
た
い
す
る
血
代
的
個
人
主
霧
の
制
覇

と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
昭
和
三
十

年
代
の
無
点
は
、
や
は
り
山
低
ジ
輔
へ

の
観
問
と
そ
の
修
止
、
面
尼
の
動
向
の

始
頭
に
あ
2
にと
.口わ
獄
け
れ
ば
尽
る

ま
い
。
こ
の
こ
こは
、
肘
史
的
事
無
と
し
て

と
ら
え
る
なら
ば
バ
全
協
に
よ
る
コ
ミ

'ニ
ズ
ム
神
話
の
解
体
と
、
戦
中派
に

よ
る
日
本
ロ
マ
ン
派
体
験
の
発
堀
と
い

う
二
つ
の
点
に
し
ぼ
っ
て
占
え
て
よ
い

と
忠
う
、
す
なわ
ち
ハ全
扇
は
「訂
代

文
噺
」派
の
も
って
い
た
「鮒
込
」
概

念
の
組
識
論
的
前
衛
三
義
の
眠
界
息
を

着
い性
代
の
前
に
鋼
駿
す
る
役
劉
を
潴

じ
た
の
であ
り
、
告
本
薩
明
、
橋
川
文

三
、
村
ー
二
郎
ら
に
よ
る
ナ
シ
g
ナリ

ズ
体
験
の
発
掘
は
、
彼
ら
の
爵
春
に
包

蔵
さ
れ
て
い
た
自
d
喬
定
的
、
殉
教的

心
性
の
再
磯
認
と
い
う
幽
程
を通
じ
て

「エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
通
し
て
ヒ
一ー
マ
ニ

ズ
ム
へ」
(荒
正
み
)
と
い
う
み蘭
縦

の
限
界
点
を
明
瞭
な
ら
し
め
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
換
呂
す
る
な
り
ぱ
、
政
描

学
に
お
け
る
欄
念
論
の
碍
入
と考
え
て

も
よ
い
し
¥
政
治
思
想
を生
き
る
過
程

現
わ
れ
る
エ
ロ
ス
的
要
素
の
発見
と

見
て
も
よ
い
。
た
だ
彼
ら
にお
いて

は
、
し
ば
し
ば
憎
愈論
と
政
治的
実
践

と
の
癒
着
の
た
め
に
、
日常
的
次
元
に

イ
ソ
ク
な実
践
が
必
饗
以
上
に
弾
化
さ

れ
、庶
民
のも
って
い
る
ド
ラ
イ
な
生

沽感
覚
(これ
は
現
代
の
掌
生
自
身
も

十
分
に
身
に
つけ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
)
の現
実
的
な機
能
が
見
落
さ
れ
が

ち
であ
る
と
い
う
冒
点
を
持
って
い

る
。
これ
は
、
戦
中
派
ん
巡
の
大
衆
認

識
の構
造
に
も
か
か
わ
る
ご
と
で
あ
る

が、
戦
後
の
ぬ代
王
義
者
が
、
戦
時
下

の大
衆
を
、
フ
/
ン
ズ
ム
に
た
い
す
る

不満
を
も
った
エゴ
イ
ス
ト
と
し
て
の

【側
面か
ら
の
み
捉
え
た
の
に
た
い
し

て、
戦
中
派
左
翼
の
大
衆
像
の
根
源
に

は
、
大
衆
に
お
け
る
ナ
ソ
マ
ナ
リ
ズ
ム

的
心牲
が
や
や
誇
大
に
捉
え
ら
れ
て
い

る
と
い
つ傾
向
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ

うし
た点
を
克
騒
す
る
た
め
に
は
赤
穗

浪ユ
の
芯誠
に
感
動
す
る
土
俗
的
仏
統

的
心
性
を持
ノた
人
衆
(も
ち
ろ
ん
私

自
身も
広
衆
の
㎝人
で
あ
る
)
は
、
岡

時
に、
極
度
に
ド
ラ
イ
な
生
活
感
覚
を

持
った
存
る
で
あ
る
と
い
う
一一重
性
の

認
識
が、
私
た
ち
に
は
必
蜜
で
な
い
で

あ
ろ
うか
。
「政
治
」
と
「文
学
」
と

の
敏妙
な
轍
着
、
さ
ら
に
器
え
ぱ
「実

生
活
」
と
「挨
術
」
と
の
融
着
は
、
戦

後
文
》
の
文
嚢

を
規
足
し
て
い
る

と両
時
に
、
戦
中
派
ん
翼
の
思
椎
構
造

を
も
規
足
し
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
か

「政
治
」
と
「文
学
」
と
を
想
以す
る

ベク
ト
ル
を
も
つ
も
の
と
"え
て
い
る

由
本
隣
明
76ど
は
む
し
ろ
例
外
に
属
し

て
い
る
の
で
あ
る
、

政
治
は
そ
の
傘
質
か
ら
し
て
、
き
わ

お
け
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
こ
え
た
パ
セ
テ
め
て
ド
ブ
イ
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し

網て
、
そ
れ
が
ド
ラ
イ
な
も
の
で
あ
れ
ぱ

こ
そ
、
大
衆
の
意
識
構
造
と
の
相
関関

係
が
敵
し
く
間
わ
れ
な
け
れ
ぱ
なら
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
文
学
は、
ど
の

よ
う
に
ア
ク
チ
コ
ア
ル
な
要
素
をも
と

う
と
、
伝
統
的
な
発
意
識
を
は
為れ
て

成
立
し
う
る
も
の
て
は
な
い。
こ
れ

は
、
.・肖語
と
い
う
も
の
が、
個込
の
好

む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ6
ず
仏
統

的
、
社
会
的
な
も
の
であ
る
と
い
う
扇

突
と
熱
関
係
で
は
な
い。
誤
解
を
恐
れ

ず
い
え
は
、文
学
は
本質
的
に
保
冠
的

な
も
の
で
ある
。
と
いう
こと
は
、
云

術
家
と
い
う異
端
酋
か
お
の
れ
の
向
体

の
必
燃
を
濯
化し
¥
そ
れ
を
言
講
を
媒

介
と
し
て
美的
形
象
と
し
て
社
会
化
し

た
と
き
(つま
り
お
のれ
の
異
輔
樽
を

常
識
に切
ら
せ
た
と
き
)
、
そ
こ
に
は

じ
め
て
「異
端
」
と
「花
統
」
(社

会
)
と
の禽
反
を
通
し
て
、
本
賞
的
な

社会
批判
と
し
て
現
わ
れ
る
。
し
か
も

そ
の
社会
批
判
は、
け
っし
て
政
治
的

次
元
にお
け
る
社
会
批
判
で
は
な
く
、

社会
の被
疎
外
首
と
し
て
の
、
つ
ま
り

異
端煮
と
し
て
の個
体
の
必
黙
を
通
し

て
、し
かも
凸語
に
よ
る
欄
築
物
と
し

て
の
客観
的
な
「作
品
」
を
通
し
て
し

か
遂行
さ
れ
る
こと
は
あ
り
え
カ
い
。

私自
身
を
も含
め
て
、
大
衆
の
慧
議

に
おけ
るド
ラ
イ
な
エゴ
イ
ス
ム
的
受

素
と、
伝
統
的
拠
意
織
と
の
二
順
性
を

ど
のよ
う
に「政
治
」
お
よ
び
「文
字
」

の領
域
に生
か
す
か
が
、
お
そ
ら
く
釆

た
るべ
き
戦
後
第
三サ
イ
ク
ル
の
工
饗

な文
掌
的
、
想
想
的
課
題
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

(文
蓑
評
論
家
)
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創
刊
四
十
週
年
記
怠
溝
演
会
を
.開
催

、

す
　
ニゾお
ゑ

ゲ
　
ニ
　ゆうり　

　

ド

やノ

ド

本
紙
で
は
創
刊
四
十週
年
を
記
念
し
て
、
左
記
の
異
顧
で
記
念
講
演会
を開
催す
る
こ
と
に
決
窟
し
ま
し
た
。

戦
後
二
+年
、さ
ま
ざ
ま
の
偽
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
粉
色
さ
れ
た
わ
が国
の思
想
的
蘇
積
は
、
よ
う
や
く
状
配
に
つ
き
う
こ
か
さ
れ
解体
と

混
迷
を
深
化
さ
せて
いる
よ
うに
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
当
然
に
も
私
た
ちは
、
「戦
後
思
想
」
への
根
底
的
な
壊
疑
を
あ
の
四
年
前
の安
保

闘
争
の
敗
北
と
い
う基
点
に求
め
て
き
た
わ
け
で
す
け
れ
ども
、
そ
の後
の過
程
は
、
た
だ
い
た
ず
ら
な
拡
散
と
王
体
の
資呼
を
放
棄
し
た

と
こ
ろ
て安
易
な
イ
デ
オ
ロギ
ー
への
接
木
と
い
う
ま
丁
ま
す
不
肇
懸
惨
雇戦
後
〈知
織
人
〉
の
存
在
へ
の懐
疑
を深
める
以
外
の
も
の

で
は
な
か
っ
たよ
う
です
。

私
た
ち
の
」体
を
か
け
た
営
為
と
は
ま
さ
に
、
こ
の
状
況
を
転
位
さ
せる
も
の
で
なけ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
・
そ
れ
には
ま
ず、
戦
後
日
本

が
生
み
だ
した
く価
樋
目
体
V
に
穐
蓮
を
与
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
にし
た
い
と
考
え
ま
す
。
「戦
葎
日
本
論
」は
も
の意
縣
を

〈
傾
〉
の
〈賎
後
〉
を
論
る
ζ
と
に
よ
っ
て
虞
徹
さ
せ
よ
う
と
する
方
法
を
も
模
壌す
る
上
で
私
た
ち
の
堀
血的
な
'対
敦
でも
ある
の
で

す
。たお
講
瀕
会
の
あ
と
に
は
シ
ノ
ポ
ジ
ウ
ム
も
行叛
う
予
冠
て
す
。多
薮
の参
朋
を
期
待
レ
ま
す
。

社1■1賢量1●脚51■1聖ll臨!巳聖冒,1鱒富亀■巳「ll,1謄0覧llOIOlrll髄8.
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さ
き
こ
ろ
覆
刊
さ
れ
た
「庵
望
」
十

一月
号
陣
談
会
「現
代
に
お
い
て
文
字

は
可
能
か
」
を
大
へ
ん
騨
昧
深
く
読
ん

だ
。
こ
の
座
訟
会
の
出
席
首
は
い
い
だ

・も
も
、
小
田
実
、
大
汀
健
三
郎
、
画

橋
相
弓
の
四
小
説
駅
と
、
司
会
の
批
計

家
篠
田
　ヒ
て
あ
る
。
な
か
で
大
乱
氏

は
す
で
に
し
て
、
職
叢
的
作
家
の
趣き

を
そ
な
え
て
き
て
い
る
け
れ
ども
、他

の
三
小
説
家
は
職
業
俘宴
と
い
う
には

ま
だ
あ
ま
り
に
も末
知
数
で
混沌
と
し

た
も
の
を
も
っ
て
お
り、
そ
の
点
で彼

ら
の大
即
な
発
冨
(と
は
い
え
、
ぼ
く

には
彼
ら
の
発
露
は
正
当
な文
学
的
議

論
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
)
は
非
常
に
面

白
か
った
の
だ
。
つ
ま
り
彼
ら
は
こ
れ

か
ら
辮
こ
う
と
し
て
い
る
小
配家
た
ち

で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
ま
で
の
文
壇
小

説
と
は
別
の
立
場
に
立
と
う
と
し
て
い

る
。
戦
後
派
又
写
の
把
判
的
継
承
、
そ

れ
も
彼
ら
の
目
ざ
す
の
は
字
義
ど
お
り

長
大
な長
篇
小
説
な
の
だ
。

三
小
説
累
の
小
説
を
ぼ
く
は
す
で
に

い
く
ら
か
涜
ん
て
い
た
。
だ
が
そ
の
読

で
ロコ
ま
コぎ
の

飯

}

言
。
°°

°鞠

島

 

み
方
に
は
昔
ト
の
説
明
が必
肇
だろ

う
。
小
田
実
の
「ア
メ
リ
カ
」は
ど
う
に

か
終
り
ま
で
読
ん
だ。が
、
「大
地
と
呈

輝
く
天
の子
」は
百
+ペ
ー
ジ
読
ん
だ

だげ
で
そ
の
さき
を
読
ん
でい
な
い
し

い
い
だ氏
の
「斤
候
(も
の
み
)よ
、
皮

は
なお
な
がき
や
」に
いた
って
は
数

+
ペー
ジ
読
ん
で旗
巣
し
た
ま
ま
な
の

耕

.

「
コ"

r
.●.°●・,9

=
一

し
た
。
だ
が、
小
説
メ
と
し
て
の
彼
ら

の
U
指
し
て
い
るら
し
い
方
向
に
は
か

ぎ
りな
い
関
心を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い

の
だ
。
そ
し
て
}度
放
彙
し
た
彼
ら
の

長
篇
を
読
ま
な
い
でい
る
こ
と
に
ふ
た

た
び
着
十
の
心残
り
を
感
じ
て
い
る
次

第
な
の
だ
。
と
にか
く
何
よ
り
も
幽
え

る
こ
と
は
、
こ
のあ
た
り
か
ら
日
本
の

小
説
の
ス
ケー
ル
が
これ
ま
で
の
工
芸

品
的
な
声
城
を
こえ
て
大
へん
ダ
イ
ナ

ミ
ソ
〃
な
も
の
にな
る
か
も
し
れ
ない

と
い
う
力
つ
よさ
を
お
ぽ
え
る
の
で
あ

る
。
日
本
語
で磁
か
れ
た
小
説
が
捧
惰

詩
や
そ
の
他
黄術
的
な
も
の
か
ら
自
分

,
=

㎜1"●

こ
ろ
自
分
な
り
の
噌つ
の
長
鰍
小
説
に

か
か
り
き
り
〔必
ず
し
も
縁
を
す
す
め

て
は
い
六
い
が
)
に
}、5っ
て
いる
。

ぼ
く
は
こ
こ
で
自
分
の
畏
篇
小
貌
に

つ
い
て
語
り
た
い
の
だ
が
、
そ
れ
には

こ
の
麗
談
会
の
な
か
で
ぼ
く
の
眼を
ひ

い
た
た
と
え
ば
次
の
一語
を
手
が
かり

に
す
る
こ
と
に
し
よ
う
と
居
う。
それ

は
小
田
実
の
「ぼ
く
は
た
い
へ
ん雌
駁

が
好
き
だ
。
文
学
の
な
か
の
簸駁
を大

切
に
し
た
い
方
な
の
だ
」
と
い
う
一語

だ
。
「蒋
駁
」
と
い
う
拐
葉
には
い

く
ら
か
詣
弊
が
つ
き
ま
と
う
だろ
う。

そ
れ
は
多
分
「瞥
餓
」
と
い
っ
た
も
う

熊
にな
る
だ
ろ
う
。
が
、
ぼく
は
小
田

氏
の
「雑
駁
が
好
き
だ
」
と
い
う
含
み

の多
い
　謡
を
非
常
に
心
づ
よ
い
印
象

で読
ん
だ
の
だ
、

ぼく
は
も
と
も
と
詩
を
恋
い
て
き
た
。

兀い
て
い
は
短
い
行
数
の
も
の
で
あ
る

「他
人
の
黛
」
か
ー2
「側
処
へ
」
ま
で

五
冊
の
詩
集
は
い
ず
れ
も
数
+
ペ
ー
ジ

前
俊の
小
冊
子
で
し
か
も
}編
の
行
薮

は
四
行
から
四
、
五
十
行
の
も
の
が
も

っと
も
多
い
。
一編
の
詩
を
数
十
分
な

い
し
数
B
で
麟
い
て
き
た
が
、
ぼ
く
は

そ
の
国
分
の
爵
の
万
汰
で
は
問
に
会
わ

㌔
い
も
の
を
二
、
三
研
前
か
ら
感
じは

し
め
て
い
た
、
噛ウっ
な
ら
は
「雑
駁
」

さ
が
ば
＼の
こ
れ
ま
て
の
文
学
には
欠

け
こ
い
た
の
だ
、
き
ち
ん
と
て
いね
い

に
占
か
れ
、
一つ
の
単
純
な断
苫
によ
・

って
つ
ら
ぬ
か
れ
た
揮
情詩
。
小
さ
い

一個
の
押の
円
環
、
そ
う
した
詩
の方

法
て
は
と
ら
え
き
れ
な
い
幾層
にも
錯

雑
レ
た
現
実
が
、
ぼ
く
にも
よ
う
やく

い
ま
た
纏
に
つ
つ
ま
れ
て
いる
状
態
な

が
ら
見
λ
は
し
め
た
と
い
乳る
。
鴨

え
ら
れ
刈
り
こ
ま
れ
た納
粋
な
掃穏
誇

に
は
お
さ
ま
り
き
ら
な
か
っ
たも
の、

そ
の
詩
を
画
く
た
め
に
紋し
た
現
実
(

田
村
陥
}の
詩
「四
干
の
日
と夜
」
を

思
い
出
し
て
ほ
し
い
)
、
占
う
と
ころ

の
「維
蜜
」
な
現
実
か
、
脅
P観
念
の

よ
ら
に
、
ぼ
く
の
囚
部
で
▽
ち
騒
ぎ
は

し
め
た
.
一つ
の
両
で
は
な
い、
も
っ

と
多
様
の
嵐
沌
と
し
た
ざ
わ
め
き
と
叫

び
が
出
口
を
も
と
め
て
い
る
の
が
ぼ
く

に
は
聞
え
は
じ
め
た
。
ぼ
く
は
こ
つし

て
小
説
を
欝
き
は
し
め
た
の
だ
.

も
つ
一つ
は
、
ぼ
く
の
こ
れ
ま
で
の
一

詩
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
概
し
て
繭な

る
も
の
の
畝
で
あ
る
。
ハ
イ
・ト
ー
ン

で
、
μ
醐
を
と
と
の
え
て
う
た
わ
れ
た

甫な
る
潮
の
試
。
出
て
く
る
人
簡
は

「男
」
で
あ
る
か
「
女
」
で
あ
る
か
な

の
だ
。
つ
ま
り
人
類
と
い
う
軍
位
で
夢

み
ら
れ
た
人
聞
の
,川
で
あ
り
姿
で
あ
っ

て
一人
ず
つ
の
顔
y
ち
の
開
ら
か
で
は

状
し
て
な
い
人
岡
な
の
で
ある
。
そ
れ

に
反
し
、
ぼ
く
の
"
に
は
入
り
きら
な

い
で
出
U
を
も
と
め
て
さ
な
が
ら悪
夢

の
よ
う
に
y
ち
駁
い
で
い
る
多
様な
声

は
、
ぼ
く
の
謹
い
た
こ
れ
ま
で
の純
粋

に
両
な
る
畝
に
比
べ
れ
は
、
多
分
に
急

恥筆
Oも
の
に
属
し
て
い
た
。
ま
た
馬
と

も
患
と
も
、
63曜
と
も
つ
か
ぬ
混
沌
に

属
し
て
い
た
。
ぼ
く
が
小
説
で
講
き
た

い
の
は
こ
ち
ら
の
ほ
う
の
、
多
様
で
多

分
に
雑
駁
で
し
か
も
良
実
な
声
で
あ
る

、
こ
の
と
き
詩
と
は
ま
,
た
く
フ
ィ
ク

ソ
ヨン
竃
の
だ
.
フ
ィ
ク
ン
ヨ
ン
と
い

,て
転
わ
り
に
く
け
れ
ば
「う
そ
」
な

の
.」あ
る
。
ぼ
く
の
蒋は
、
ぼ
く
の
現

実
全
体
の
学
閥
の
里
の
よ
う
入
も
の
で
一

あ
る
。
と
き
に
は
見
え
な
く
と
も
見
え

る
と
断
自丁
る
こ
と
を
も
と
め
る
閥
の

なか
の
一個
の
羅
で
あ
る
。
そ
の
一卿

輝
く
堅
は
つ
ね
に
ぼ
く
の
揮
実
全体
の

一
犠前
か、
一あ
う
し
ろ
にあ
る。
も

っ
と
も
絶
曜
的
な
日
に
、
ぼ
くは
希
望

と
い
う
占葉
11詩
を
紙
の」
に置
いて

眺
め
た
。

も
.と
も

喧
騒
と
見

かけ
の幸

福
に
み
ち

た
日
に
、

ぼく
は
孤

独
こ
い
っ

た
観
愈
を

頭
の
なか

で匪
転
さ

と
ころ
ご
ぼ
く
は
自
分
の
ハ
イ
・ト

ー
ン
の
犠
え
ら
れ
た
角
、
一つ
の
命
盟

と
し
て
の
、
ま
た
フ
ィ
ク
ノ
ヨ
ン
と
し

て
の
詩
だ
け
で
は
な
く
(た
と
え
ば
イ

ヴ
・ボ
ン
メ
フ
寸ワ
の
詩
と
吊
瓢
を
む

す
び
つけ
よ
う
と
す
る
詩
輪
に
ぼ
く
は

い
ま
だ
に
つ
よ
く
魅
か
れ
る
の
だ
け
れ

ど
も
)
ぼ
く
の
現
更
全
体
を
¥
裏
と
製

を
描
き
出
し
た
い
と
い
う
欲
求
に
とら

え
ら
れ
た
の
だ
.
今
度
の
小
説
と
い
う

ジ
ャン
ル
は
、
詩
的
フ
ィ
々
ン
ヨ
ン
か

ら
は
で
き
る
だ
け
逃
れ
て
、
現
実
生
活

の混
沌
を
リ
ア
ル
に
と
ら
え
る
こ
と
を

要
求
.9る
。
ぼ
く
は
は
し
め
て
リ
ア
リ

ズ
ムと
い
う
も
の
を
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
なの
だ
。
さ
て
、
そ
の
リ
ア
ー1
一
ム

だ
が、
こ
れ
は
必
ず
し
も
「ド
ブ
板を

ふ
み
漏ら
す
」
と
い
っ
た
現
笑
の
み
を

こと
さ
ら
而
く
と
い
っ
た
13
ア
リ
ズ
ム

の
こと
では
な
い
。
ド
ブ
板
と
魁
杢
遊

岡
野
に
と
ら
え
る
と
い
う
こ
と
が
な
さ

れ
な
け
れ
ぱ
なら
ない
。
ぼ
く
の
詩
は

これ
ま
で
「
一蔵
の
紙
を
墨
聖
に
ま
で

簡
め
る
」
と
い
う
作
菜
に
忠
実
だ
っ

た
。
そし
て
ぼ
く
の
ド
ブ
板
は
爪
当
に

無
視
さ
れ
て
き
た
。
ド
ブ
板
を
と
り
あ

げ
る
と
き
も
、
そ
れ
は
透
明
餐

焚
し

いド
ブ
敏
と
し
て
褒
現
さ
れ
た
。
ぼ
く

は
そう
し
た
自
分
の
詩
の
力
法
で
は
、

ぼく
の今
文
って
い
る
崩
所
を
描
き
つ

く
ず
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
は
じ
め

た
のだ
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
耕
し
か
茜
か
な
か

った
一メ
の
メ
聞
、
漂
稿
用
紙
に
は
、

秩
序
あ
る
堅
窒
し
か
滞
く
も
の
で
は
な

いと
思
って
い
た
一込
の
込
間
が
、
こ

うし
たリ
ア
ル
な
全
体
を
跡
こ
う
と
す

る
こと
は
ヤ難
の
X
で
あ
る
。
美
し
い

フ
ォー
ムと
賢
張
に
み
ち
た
断
続
す
る

こと
なき
ヒ
ー
ト
に
鱒
念
し
て
き
短
距

髄離
止醤
が
マ
ノソ
ン
に
出
場
す
る
線
闇

を
は
し
め
た
よ
う
なも
の
で
あ
る
。
紙

の
L
の
樹し
い
現
実
は
な
か
な
か
動
き

出
す
も
の
では
πい
。
紙
の
ナ
の
世
界

が
ゆ
っく
り
と
確
突
に
動
き
出
す
の

に
、
ぼ
く
は
大
へん
y
会
い
た
い
の
だ

が
。
だ
が
こ
う
し
て
小
説
を
淋
い
て
い

る
う
ちに
、
一潮
の
詩
を
茜
き
、
そ
れ

詩
と
小
説
と
の
交
流
を

「雑
駁
」な
詩

が
か
き
た

だ
。
簡檎
氏
の「悲
の
塔
」は
ま
だ
手
に
「つも
り
だ
が
、
硬
ら
の
長
蔚
に
は
お
い

と
って
いな
い
が「散
雛
」と
い
う
短
篇

そ
れ
と
つ
い
て
行
け
な
か
っ
た
の
であ

脱縫
鋸
簾
齢
ポ蟹
欝
難
簸
獅襲
俄翻
魏
を
切
り離
し
て払
き
出
す
と
い
う
こ
と

が
、彼
ら
か
ら
は
じ
ま
る
か
も
し
れ
な

い
のだ
。

じ
つは
そ
うし
て
、
ぼ
く
も
こ
の
と

、し

一

ー
と
℃

た
壇

が
さ
れ
る
こ
と
によ
弄

一糞

も
・

,
噛

呼齢
耀
蝦
魏
溺
牒
堂
偉鉾
鯉
購繭袈
群
祭
尉

って
完
全
に
一人
歩
き
す
る
こ
と
が
司

す
る
だう
つ。

こ
も
大
き
な働
き
を

(飯昌耕一氏)

 

一で
一
つの
仕
"
が
糾
っ丸
と
い
う
さ
さ

や
か
な解
放
感
を
お
ぼ
え
、
ま
た
し
ぱ

ら
く
し
て
一簾
の
詩
を
膚
い
て
幽
放
さ

れ
る
な
り
、
自
分
の
講
い
た
も
の
か
ら

逆
襲
さ
れ
る
な
り
す
る
と
い
、た
ご
れ

ま
て覚
九た
く
り
か
え
し
と
は
別
隷
の

も
の
を
お
ぽ
}へる
こ
と
に
な
,た
。
つ

ま
り
}H
の
"
事
は
}H
で
は
新
ら

ず
、
問
題
に
月'日
に
、
ま
た
撃
々
日
に

も
ち
こ
さ
れ
る
の
だ
.
詩
を
一篇
芯
き

ト
げ
た
と
き
の
、
出来
た
/
と
い
う
}

岬
白
紙
還
κ
(ヌ
ー
プ
ル
b
ノー
、・、)

の
感覚
は
こ
こ
では
通
川
し
ない
。
ぼ

く
は
頭
のな
か
を
これ
ま
て
の
よ
う
に

秩
序
正し
く
脇
理
す
る
こと
の
み
に
向

け
ず、
混
沌
を
なお
も
た
め
こ
も
こ
と

に
耐
える
よ
う
し
むけ
ん、

ぼく
は
こう
し
て
この
と
こ
つほ
と

ん
ど詩
を
儒
か
な
い
で
い
る
の
だ
が
、

一に
も
かか
わ
ら
ず
、
い
つ
か
あ
ら
た
に

曲
と
いう
形
式
に
同
って
、
命
力
を
あ

げ
て立
ち
同う
こと
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
だろ
う
。
そ
の
と
き
、
は
し
め
て

目
本
醐
でも
、
W
・H
・オ
ー
デ
ン
の

よ
うな
詩
が
町
能
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
T
・S
・
エリ
オ
ノ
ト
も
可
寵
か

も
しれ
ない
。
詩
が
モ
ノ
フ
ォ
ニ
ッ
ク

な
畝
であ
る
の
みで
は
な
く
、
R
リ
フ

ォ
ニ
ソク
な
蝶
団
の
戸を
も
穀
現
で
き

る
よう
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
研
純
煉

に
澄
ん
だ笑
い
声
だ
け
で
砿く
、
ハー

モ
ニー
を
も
ち
、
し
か
も
短
層
も
の
塊

更
を反
映
し
た
分
4
い
、
し
か
も
そ
こ

か
ら
く
る
ユー
モ
ア
を
そ
な
え
た
詩
が

可
能
に
なる
か
も
し
れ
な
い
。

多
分、
野
聞
宏
の
よ
う
准人
は
、
か

って
ぼ
くと
同
じ
気
持
を
強
烈
に
妹
わ

った
こと
があ
るの
では
あ
る
ま
い

か
。
野聞
氏
の
詩集
「魁
座
の
痛
み
」

や
「歴
史
の蜘
蛛
」を
芋
に
し
＼
ま
た

他
力
で長
篇
小
鋭
「わ
が楢
は
こ
こ
に

V
つ
」
を手
にす
る
レ仙き
に
、
煮
の
こ

と
は
は
っき
りと
わ
かる
.
力
を
こ
め

て
全
体
を
獺き
き
ろ
うと
野
聞
氏
は
つ

ね
に
丁
る
こと
を
U
め
な
いの
だ
が
、

野
聞
氏
の
詩
に
おけ
る
白葉
は
、
マ
ノ

ル
メ
や
ヴ
ァ
レ
リノ
の輝
度
と
課
曜
を

つ
い
に
も
つ
には
いた
ら
な
か
った
。

野
聞
氏
は彼
の將
に
は表
現
し
つく
す

こ
と
の
でき
なか
った
も
の
を、
多
く

の
長
篇
小説
に
瀞
かぬ
ば
なら
な
か
2

た
。
そ
の長
篇
を
,鵡ん
だ眼
で
、
氏
の

詩
踊
を
読む
と
き
、
は
し
め
て
野
圃
氏

の
詩
は
ひ
ろ
がり
を
も
つ。
野
聞
氏
の

詩
の
脚
註と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
膨
人

な
長
湘
小説
。
し
か
し
ど
こか
、
野
聞

宏
の
小説
に
は、
氏
の
小
幌の
即
謹
と

い
っ
たと
ころ
が
あ
る
の
て
は
六
い

か
。日
本
の
こ
こし
ば
ら
＼の
え聾
の
慣

男
は
こ
れ
ま
で
あま
り
に
も
請
は
箭、

小
謡
は
小説
と
加
根
を
V
て
め
ぐ
ら
し

て
き
た
が、
そ
う
し
た
変
則
は
今
よ
う

や
く
本筋
に
尺ろ
う
と
し
て
い
る
。
ぼ

く
は
小説
を語
る
こと
で
よ
り
多
く
詩

に
つ
い
て語
った
の
か
も
し
れ
な
い
の

で
あ
る
。蒔
込
は
小
説
に
、
小
説
衣
は

蒔
に
、
これ
ま
でよ
り
い
っそ
う
意
識

的
で
ある
べき
な
の
であ
る
。
「侯
爵

天
人
は
五
時に
出
か
け
た」
と
い
った

文
サは
絶
対
に
膚
か
ない
と
ワ,
レ
リ

イ
は
h
い、
そ
の
日菓を
ブ
ル
ト
ン
は

貰
鋤し
つ
つ引
用
し
た
。
だ
が
ぱ
く
は

冑A,、
「候
鱒
夫
人
は
五
時
に
出
か
け
た

」
と
あ
乳て
轡
き
は
し
め
た
い
の
だ
。

今
縛き
つ
い
で
いる
小
説
の
プー
マは

日
本込
の
心の
う
ち
に
あ
Oア
式
リ
カ

と
日
奉
の蹄
臨
を
は
か
る
こ
と
で
あ

る
。
小
団突
の

プメ
リ
カ
」
、
そ
し

て
・ホ見
だ
が
い
いだ
・も
も
の
「〆
メ

リカ
の
央雄
」
と
は
ま
た
別
の
ん
法
を

つ
くり
出
さ
ね
ぱ
みら
ηい
と
摺
,て

いる
。

(詩
人
)

"
京
大
生
の
オ
ア
シ
ス
る

コ
ン
パ
、
ご
宴
会
に
、
気
軽
に

御
利
用
下
さ
い
。

.大

将
軍
の
自
慢
の
味
と
値
段

て
学
生
諸
君
の
お
い
で
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
コ
ン
パ
お
脚人

二
五
〇
円
よ
り

◇
献
立
の
一例

㎜ロ
ー
ス
焼
肉
三
u
Q円

ワ
ン
ヌ
ン
一〇
〇
}

"円

ギ
ョ
ー
ザ
七
」
円

フー
メ
ン
七
〇
円
　

◇
お
座
敷料
・サ
ー
ビ
ス
料
・舗
料
腔
,【場
前

に
あり
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